
学校における取り組み例  

学習指導要領における関連事項の記載状況  

（中学校）  

目標   個人生活に●おける健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健  
康を適切に管理し、改善してい＜資質や能力を育てる。   

各学年の  第1学年   心身の機能の発達と心の健康  

内容  
（1）心身の機能の発達と心の健康について理解できるように  

する。  

ウ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経  

験などの影響を受けて発達すること。また、思春期におい  

ては、自己の認識が深まり、自己形成がなされること。  

工 精神と身体は、相互に影響を与え、か力＼わっていること。  

欲求やストレスは、心身に影響を与えることがあること。  

また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処  

する必要があること。  

第2′〉3学年  なし   
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学校における取り組み例  

学習指導要領における関連事項の記載状況  

（高校）  

目標   個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、  
生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善してい＜資質や能力を育  
てる。   

内容   （1）現代社章と健康  

我が国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するため  
には、個人の行動選択やそれを支える社会環境づ＜りなどが大切である  
というヘルスプロモーションの考え方を生かし、人々が らの  、  

切に管理すること及び環境を改善して＜ことが重要であることを理解で  
きるようにする。  

ウ 精神の健康  

人間の欲求と適応機制には、様々な種類があること。精神と身体には、  

密接な関連があること。また、精神の健康を保持増進するには、欲求や  
ストレスに適切に対処するとともに、自己実現を図るよう努力していく  

ことが重要であること。   

各学年の内容   「保健」は、原則として入学年次及びその次の年次の2か年にわたり履  

修させるものとする。   
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学校における取り組み例  

教科書（小学校）の記載例（抜粋）  

≡冨不安やなやみをかかえたときは？義一芸ご訂；   軋  、。  

小存 留  
不安やなやみをかかえたと菅，どうすればよいか．話し合ってみましょう。  

ズ：∴J  

1九▲∨レ 関守じつくDと考える．  挽ために那ける．  先生や諦巧人．友だちなとに相談する，  

けし＝け九  

：芸だれだって不安やなやみを経験する 、 ・●● ‥  

しl■⊥士   ：電卓期は．休も心も大きく変化する   

時期です。また，人とのつきあいが広  
；．くぎっ  

5 がり，複雑になってきます．やりたい   

ことが増えてくる反面，‾丁き与いこと，   

がまんし甘ければならないことも増え   

てきます。そのため，不安やなやふを   

経J映することが多くなります。  

●小学5年生のなやみ  

途最や勒なとで親操をする。   

自分に合った方法を  
見つけましネう。   

わたしたちは．さまざまな不安やなやみ音経放し，それにたえた、り，東リ  
ウノニ  

こえ⊥うと穿カしたりを積み重ねていくことによって，心をたくましく，豊  

かにしていくのです。   
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なやんだと蕾．あなた・  

ならどうしますか？   

友だちがなやんでいる  

とき，何をしてあげられ  

ますか？  

なやんでいるのは．  

わたしだlナじやないのね。 

≠登醐凧のりゝ学生へ欄L（削場合袷爾センターによる．2て湖年）   

小学校教科書：「新1みんなの保健5・6年生」平成18年1月発行 学研  
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学校における取り組み例  

教科書（中学校）の記載例（抜粋）  
◎心身の平和と心の馳静   

不要を感じると邁が遠くなったり，う   

れしいことがあると体調がよくなっ亘り   

することがあります。また，体調が恋い  

～ と気持ちがしずんだり．運動をすると気  

資料80心と体の闘隠  

分がきわやかになったりすることもあり  

ます。このように，心と体は轟論こ闇係  

しています。これ乳業諒と体の鮎宮  
が神経やホルモンでつながっているから  

なのです（資料3）．   

中学生の時期は，休も心も大きく変化  

するときだけに．姦策不増やストレスを  

感じることが多くなりがちです。これら  

の問題にうまく対処でき射ヽ鳩創＝軋  

体や行軌こ好ましくない反応が起こるこ  

ともありますく資料り。   

しかし．欲求不満やストレスにたえ，  

乗りこえようと努力することによって．  

心は強くたくましくなってい望ます。心   

…
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ストレスとは，周囲からさまぎまなぁ鮎受け．心身に鼻  

迫朗、ゎた状態のことで呆   
ストレスはこ最的には「いやなもの」と思われがちですが，  

過度なストレス軋むしろ心身を発達させるうえで必要なも  

のです。しかし，ストレスが大空すぎたり●長く鰍lたりす  

ると一心身に惑影鮎およぽすこともあるので，ストレスに  

○ ストレスのもとになる燕  
l払うの刺激をストレツサー  
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‘l  

i料ヰ○心の閂畠が雫田で起ころ好ましくない反応  

ストレス反応 は追卯こ対処することがたいせつです。 （ゆがみ）  

の健康を保つためには，自分や周りの人‡  

への理解を潔凱歌求やストレスに適切  

に対処して．心身の調剤を保つことがた  

いせつです。  

心が縫鷹だということは．どういう状蟻のことを  

いうのでしようか。次のことを鱗に，自分の心  

の醜頓について考ぇてみましょう。  

二≡慧≡警≡≡？恕監…警孟三宝書芸「三器芸芸・   

の行動を決めていますか．   

■他人の気持ちを警解してⅧすることがで守芋す抄．  

篭 用朋的でよいこと助かつて 21  騨垂釧離しの動を棚し・静場競出し合って誠しぶう・恥瀞－一組）  

中学校教科書：「  新鶴学保健体育」平成19年1月発行学研  33   



学校における取り組み例  

教科書（高校）の記載例（抜粋）  
れている状況を，蔦軌こ誠銚・珊的に見な机てみることです。   

たとえば、なにかを少し失敗しただけなのに，「まったくだめだった」   

と凰って満ち込んでしまう例のように．良分の思い込みでストレスがおこ   

b場合がありますbしかし矧蜘こはだめなところもあったけれど．うま  

，くいった紘分もあったのではないでしょうか。  

この上うに，吟削＝見なおし，とらえ方を変えてみることによっで，そ  
◆ストレスについて．島舟でとることがで毒る楠盛者考えちれるようになる9  2 翼 れまで見えていなかった葦分が見えてくることがあります。自分の払い込  

みにとらわれないことがたいせつです．   

3．気分転換やリラクセーション  ストレス札さまぎまな箇巌のしかたで壮齢●ることができます（飢〕b  
厨～ 劇戎で景分転換  

原因への対地  ゎ なんらかの底辺によるストレスから，とうしても篭れられないこともあ  

はす。そんなとき，熱中できる鮎をもっていると．気分転襲をはかる  ストレスへの対処法としてまず考えるぺきことは・ストレスの鹿田とな  

っていることがらへの対処ですnつまり・ストレスの慮凶となっているこ  

とを秘したり蝕したりして，弼焉を解決することです0  

封入閲係のスルスであれば■自分の主張をきちんと伝えたり・相手の  

詰を脚睦に受け止めるなれて・ポ決することも必蛮でしょうb熟強ヤ  

スポーツの成績を上げることがスーレスの東園になっでいるときに吼戌  

鎮を上げることばかりにこだわるのではなく・その説定した日桜の高さや  

内秤オ唱切なものかとうかを臓しなおしてみることも必紫かもしれませ  

ん。  

ことができます（国力金 主た，適度な連動をしたり，友人と楽しい時陶を  

すごしたりして，ストレス崩狼摘こともか戊つです。さらに，入浴，邑翫ふ＿  

ストレッチングや体ほぐしの運動○なとのリラクセーションも勒射場り  

ます。   

多くの方法のなかから．自分なりのスルス対処法を身につけること鶉  

能椒な生宙を高かナていくために虚糞なことです。  

4．信頼できる人や専門寮への相談   
♂訪日■l）．1試〉一体嫁ぐしの遍  

払おこ礼1万」の硯●緊l．  

自分自身の努力やくふうで，ストレスに対処で毒る場合  

もあります。しかし，まわりの人びとの協力が必要な場合  

も少なくありません。そのためには，ふだんからまわりの  

人びととのコミふこケーションがうまくとれていることが  

たいせつです。そうすれば，l人で対処することができな  

くなったとき，家族や友人．先生なと，信頼できる周囲の  

人に権謀することがやきます。場合によっては，カウンセ  

ラーヤ捌渾なとの専門禦や書門捜漉○のカを活用すること  

も必要です（圃3）。  

珂3 専門糞によるカウンセリング  

2．  による対処  とらえ方を変えること   

っ削ち現在の状醐断を的掛こおこなうことが必資です。自分のおか  

ストレスへの対処のしかた  回l  

簡
 

♂■門愴沌として抜．蕉打軋  
欄職員鍵睡ヒンター．児農朋闇  
所なとがある，  

．に対応する専門家．′専門機朋  

で空ろ糊口象や専門ヰ闘にはとのようなものがあるの机．．篭た1・それぞれにどのような  

ストレス雅たちの心輔に桝亀お上附議樺に慰軋て・炸脚しか允モ射手こと畑である一  

高校教科書：「現  l耶伽憮41協 保健体育」平成18年4月発行 大修館書店  
．．．・40  
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学校保健及び学校安全の充実を図るため、国が学校の環境衛生に関する基準等を  

策定するとともに、養護教諭その他の職員の役割について定める等所要の措置を講ずる。  

学校保健法の一部改正（学校保健・学校安全）  

○法律の題名を「学校保健安全法」に改称  

○国・地方公共団体の責務（財政上の措置その他の必要な施策の実施、国による学校安全の推進に関する計画の策定等）を   
明記  

○学校の設置者の責務（学校の施設設備・管理運営体制の整備充実等）を明記  

や日常生活l  

施すべき旨を規定  

（マニュアル）」を各学校において作成すべき旨  

平成21年4月1日   



学校における取り組み例   

教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応  

1．健康観察とは  
－メンタルヘルスを中心として－（概要）   
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早期に発見して適切な対応を図る  
ために行われる活動を指す。  

活動を円滑に進める  

2．経緯   

学校保健法の一部改正により平成21年4月1日に施行された学校保健安全法において、  
導、医療機関等との連携などが位置付けられその充実が図られたとこ  健康観察、保健‡  ヒ．  

日  

おいて教職員を対象とする「教職員のための子どもの健康観察の方法  ろ、文部科学省l  ヽ－  

0
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二
 
 

と問題への対応－メンタルヘルスを中心として  

3．内容   

健康観察の重要性や目的の理解、健康観察の視点や方法、健康観察表のモデル例の提   
示等に加え、心の健康に関する健康観察の視点や対応の在り方について、日常の健康   
観察からの事例を通して、教職員をはじめ学校関係者の理解が深められるよう構成。  

4．事例の構成  
1）代表的な精神疾患とてんかん：統合失調症、うつ状態、リストカット等（13事例）   

2）発達障害と関連障害等：学習障害、アスペルガー症候群等（14事例）   
3）虐待と性被害：虐待、性的被害等（4事例）  36   



早期発見・早期支援の全体像（イメージ）  

DUP＝精神病未治療期間  
（DUP：DurationofUntreatedPsychosis）  

OP＝初回精神病エピソード  

OT＝治療開始  

DUP（未治療期間）  

統合失調症臨床病期モデル  
；  

初回精神病  

病前期  

■  l  

保健   
・母子保健   ・地域保健   

・学校保健   ・相談支援   

・普及啓発   

・普及啓発   ・普及啓発  

医療  
・症状に応じた診療   

・家族相談・支援りむ  の紹介   

理教育等  ・デイケア  

・ACT  
－（ケースマネージメント）  

ー危機介入   

福祉   
・福祉サービス   

・生活支援  

37   



現状及び課題  

○現状  

・精神疾患は、若年層を中心にあらゆる層において社会経済的な損失となっている。  

1特に統合失調症の発症年齢は10代から20代に集中している。  
・海外の研究では、統合失調症のDUPが短い方が、予後が良好であることが示唆されているほか、発  
症早期の適切な治療により予後が改善することが明らかになっている。  

・我が国では、発症から治療開始までに平均約14ケ月かかっているとの報告がある。  

○治療1支援に関する課題  

■海外において、統合失調症の初回発症から2～5年（臨界期）の包括的支援の取り組みの例があるが、  
我が国においては標準的な支援方法が確立されていない。  

・精神科医療体制の中で、専門的・包括的な診療・支援を提供する場に、10代から20代の若年者やそ  
の家族がアクセスしにくい。  

・早期発見■早期支援を進める際には、統合失調症に関連する症状に加え、その他の様々な精神症状  
への診療・支援体制の確保も必要である。  

○早期発見暮紹介に関する課題  

・精神科以外の医療機関、行政等の相談機関、学校等において、早期発見・早期支援の意義が十分認  
識されていないとの指摘がある。  

■また、これらの機関において、統合失調症等の精神疾患を早期に発見し適切な専門医療機関に紹介  
する体制が未確立である。  
■早期発見を行った場合には適切な診療・支援の提供が不可欠であることから、早期発見を進める前  

提として、早期支援の体制を整備する必要がある。  

○普及啓発  

・早期発見や早期支援を確実に進めるためには、若年層とそれを取り巻く者について重点的に啓発を  

行うことが求められる（別途検討）。   



検討の方向  

○考え方  

若年者が統合失調症を発症した場合の重症化の予防のため、また、その他の様々な精神症状に的  
確に対応するため、早期に専門医療機関で適切な医療を提供セきるよう、以下の取り組みを進めるべ  
きではないか。  

○治療・支援  

・我が国において、統合失調症を発症して2～5年の臨界期の患者やその家族等への標準的診療・支  
援方法の確立と、予後の改善に関する効果の検証を図ってはどうか。  

・若年者やその家族がアクセスしやすく、専門的・包括的な診療■支援を提供できる医療機関について、  
モデル的な実施・検証を経て、普及を図ってはどうか。  

・若年者の診療や、臨界期の統合失調症に関する治療■支援について、医療従事者への研修の実施  
等により質の向上を図ってはどうか。  

○早期発見・紹介  

・地域において、普及啓発、相談支援、医療機関への紹介等を行うための、若年者やその家族等が心  
理的にもアクセスしやすい相談機関について、モデル的な実施・検証を経て、普及を図ってはどうか。  

・家族、精神科以外の医療従事者、行政機関、学校等、若年者を取り巻く支援者を対象に、研修の実  
施等を通じ、早期発見・紹介の方法、早期支援の効果等に関して、知識と理解の向上を図ってはどう  
か。  
・なお、早期発見を行った場合には適切な診療・支援の提供が不可欠であることから、早期支援の体  

制整備よりも早期発見のみが先行することがないよう留意すべきではないか。   

○普及啓発  

・精神的不調の際に、若年者や家族が、心理的に抵抗なく、かつ周囲の理解を得て支援を受けられる  

よう、普及啓発を進めてはどうか。（別途検討）   




